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第
だい

１０
じゅっ

課
か

  サタンの最
さい

後
ご

の欺
あざむ
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佐藤由歩
さ と う ゆ う ほ

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

すっかりインターネットが普
ふ

及
きゅう

した今
こん

日
にち

、この世
せ

界
かい

には様
さま

々
ざま

な情
じょう

報
ほう

が飛
と

び交
か

っています。そ

のすべてが本
ほん

物
もの

、つまり正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

であるかのように見
み

えるため、知
し

らないうちに私
わたし

たちは誤
あやま

った情
じょう

報
ほう

を頼
たよ

りにしてしまうことがあります。黙
もく

示
し

録
ろく

は、この地
ち

上
じょう

に住
す

む私
わたし

たち人
にん

間
げん

がサタン

によって持
も

ち込
こ

まれたバビロンのぶどう酒
しゅ

に酔
よ

わされる危
き

険
けん

性
せい

を繰
く

り返
かえ

し指
し

摘
てき

しています。なぜ

なら、バビロンのぶどう酒
しゅ

は猛
もう

毒
どく

であり、私
わたし

たちを永
えい

遠
えん

の死
し

にいたらせるからです。 

今
こん

週
しゅう

は、私
わたし

たちを騙
だま

し、惑
まど

わすサタンの働
はたら

きと、そんなサタンの働
はたら

きから私
わたし

たちをお救
すく

い

になるイエス様
さま

の働
はたら

きについて学
まな

びます。 

 

２
に

．日曜日
に ち よ う び

：人
ひと

が見
み

て自
みずか

ら正
ただ

しいとする道
みち

 

先
せん

週
しゅう

学
まな

びましたように、聖
せい

書
しょ

において「酔
よ

う」という表
ひょう

現
げん

は常
つね

に否
ひ

定
てい

的
てき

な意
い

味
み

を持
も

ちます。

文
も

字
じ

通
どお

り、人
ひと

は酔
よ

うことによって正
ただ

しい判
はん

断
だん

ができなくなるのです。厄
やっ

介
かい

なのは、終
お

わりの時
じ

代
だい

におけるサタンの惑
まど

わしがあまりにも巧
たく

みなので、神
かみ

様
さま

に忠
ちゅう

実
じつ

な者
もの

たちでさえサタンに惑
まど

わされ

てしまう危
き

険
けん

性
せい

があるということです。マルコによる福
ふく

音
いん

書
しょ

１
じゅう

３
さん

章
しょう

２
にじゅう

２
に

節
せつ

、 ２
にじゅう

３
さん

節
せつ

を読
よ

ん

でみましょう。 

「にせキリストたちや、にせ預
よ

言
げん

者
しゃ

たちが起
おこ

って、しるしと奇
き

跡
せき

とを行
おこな

い、できれば、選
せん

民
みん

を

も惑
まど

わそうとするであろう。だから、気
き

をつけていなさい。いっさいの事
こと

を、あなたがたに前
まえ

も

って言
い

っておく。」（口
こう

語
ご

訳
やく

） 

イエス様
さま

は、 ２
にじゅう

３
さん

節
せつ

においてサタンの惑
まど

わしが世
よ

の終
お

わりとともに激
はげ

しさを増
ま

すということ

を「前
まえ

もって言
い

っておく」と預
よ

言
げん

しておられるのです。このように、私
わたし

たちはイエス様
さま

のみ言
こと

葉
ば

を学
まな

び続
つづ

けることによって、あらゆるサタンの攻
こう

撃
げき

から身
み

を守
まも

ることができるのです。 

 

３
さん

．月曜日
げ つ よ う び

：昔
むかし

ながらの不
ふ

死
し

という噂
うわさ

 

終
お

わりの時
じ

代
だい

における、そんなサタンの大
おお

きな惑
まど

わしの一
ひと

つが「霊
れい

魂
こん

不
ふ

滅
めつ

説
せつ

」です。これは一
いち

度
ど

命
いのち

を落
お

とした者
もの

が、もとの肉
にく

体
たい

を離
はな

れて存
そん

在
ざい

し続
つづ

けることをいいます。日
に

本
ほん

はテレビアニメが



大
たい

変
へん

有
ゆう

名
めい

ですが、死
し

者
しゃ

がこの世
せ

界
かい

に現
あらわ

れ、生
せい

前
ぜん

のようにまだこの世
よ

に生
い

きている人
ひと

々
びと

と接
せっ

する場
ば

面
めん

が当
あ

たり前
まえ

のように登
とう

場
じょう

します。まして、「霊
れい

魂
こん

不
ふ

滅
めつ

説
せつ

」が聖
せい

書
しょ

を土
ど

台
だい

としているはずのキリ

スト教
きょう

界
かい

においてさえ存
そん

在
ざい

するというのです。確
たし

かに、人
ひと

は愛
あい

する家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

を失
うしな

うと、その

者
もの

との再
さい

会
かい

を願
ねが

って容
よう

易
い

に霊
れい

魂
こん

不
ふ

滅
めつ

説
せつ

を受
う

け入
い

れてしまうでしょう。早
はや

く会
あ

いたい、天
てん

国
ごく

からい

つも見
み

守
まも

っていて欲
ほ

しいという思
おも

いは励
はげ

みになるかも知
し

れません。しかし、伝
でん

道
どう

の書
しょ

（新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

ではコヘレトの言
こと

葉
ば

）９
きゅう

章
しょう

５
ご

節
せつ

にあるように、「死
し

者
しゃ

は何
なに

事
ごと

をも知
し

らない」と書
か

いてある通
とお

り

に信
しん

じなければ、サタンに惑
まど

わされ続
つづ

けることになってしまいます。ですから、「私
わたし

たちを守
まも

る

唯
ゆい

一
いつ

の方
ほう

法
ほう

は、聖
せい

書
しょ

の教
おし

えにしっかりと根
ね

ざし、イエスの再
さい

臨
りん

まで、死
し

は眠
ねむ

りであるという聖
せい

書
しょ

の教
おし

えにしがみつくことです。」（ガイド 1
じゅ

0
っ

課
か

「サタンの最
さい

後
ご

の欺
あざむ

き」 6
ろくじゅう

9
きゅう

ページ） 

 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：太
たい

陽
よう

崇
すう

拝
はい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

、バビロン 

太
たい

陽
よう

系
けい

の中
ちゅう

心
しん

に位
い

置
ち

する太
たい

陽
よう

の直
ちょっ

径
けい

は約
やく

1
ひゃく

3
さんじゅう

9
きゅう

万
まん

2000
に せ ん

キロメートルで、地
ち

球
きゅう

の約
やく

1
ひゃ

0
く

9
きゅう

倍
ばい

、月
つき

の約
やく

4 0 0
よんひゃく

倍
ばい

もあります。地
ち

球
きゅう

が直
ちょっ

径
けい

1
いち

メートルの球
きゅう

だとすると、太
たい

陽
よう

は東
とう

京
きょう

ドー

ムくらいの大
おお

きさです。また太
たい

陽
よう

はとても高
こう

温
おん

で、表
ひょう

面
めん

温
おん

度
ど

だけでも6000
ろくせん

度
ど

、中
ちゅう

心
しん

にいたって

は1 5 0 0
せんごひゃく

万
まん

度
ど

もあり、わずか 4
よんじゅう

5
ご

分
ふん

間
かん

で地
ち

球
きゅう

に注
そそ

がれる太
たい

陽
よう

エネルギーは、全
ぜん

世
せ

界
かい

で 1
いち

年
ねん

間
かん

に

使
つか

われる電
でん

気
き

や燃
ねん

料
りょう

と同
おな

じ量
りょう

といわれています。地
ち

球
きゅう

はそのような太陽
たいよう

から発
はっ

せられる巨大
きょだい

な

エネルギーによって日々
ひ び

支
ささ

えられていることは事
じ

実
じつ

ですが、太陽
たいよう

が万物
ばんぶつ

の創造
そうぞう

主
ぬし

なる神様
かみさま

に代
か

わ

ってこの世
せ

界
かい

や宇
う

宙
ちゅう

を支
し

配
はい

することはありません。 

昨日
き の う

、霊
れい

魂
こん

不
ふ

滅
めつ

説
せつ

について学
まな

んだように、この太陽
たいよう

崇拝
すうはい

もまたイエス様
さま

を信
しん

じる者
もの

たちを惑
まど

わ

し続
つづ

け、「日
にち

曜
よう

休
きゅう

業
ぎょう

令
れい

」という形
かたち

で今日
こんにち

もキリスト教
きょう

会
かい

に入
はい

り込
こ

むということを聖書
せいしょ

ははっ

きりと告
つ

げています。 

 

５
ご

．水曜日
す い よ う び

：忠
ちゅう

実
じつ

であるようにとの召
め

し 

黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

4
よん

章
しょう

8
はっ

節
せつ

の第
だい

二
に

天
てん

使
し

のメッセージは、真
しん

の神様
かみさま

を礼拝
れいはい

するようにと呼
よ

びかける第
だい

一
いち

天
てん

使
し

のメッセージを無視
む し

する者
もの

に与
あた

えられたメッセージです。私
わたし

たちは、自
じ

身
しん

の力
ちから

で第
だい

一
いち

天
てん

使
し

のメッセージである「神
かみ

を畏
おそ

れること」、「神様
かみさま

に栄光
えいこう

を帰
かえ

すこと」、「神様
かみさま

の裁
さば

きに備
そな

えるこ

と」、そして「創造
そうぞう

主
ぬし

なる神様
かみさま

を礼拝
れいはい

すること」（黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

4
よん

章
しょう

7
なな

節
せつ

参
さん

照
しょう

）を実行
じっこう

できませ

ん。イエス様
さま

が「真
しん

理
り

によって彼
かれ

ら（当
とう

時
じ

の弟
で

子
し

たち、そして今日
こんにち

の私
わたし

たち）を聖
せい

なる者
もの

として

ください。あなた（父
ちち

なる神様
かみさま

）の御
み

言
こと

葉
ば

は真
しん

理
り

です」（ヨハネ 1
じゅう

7
なな

章
しょう

1
じゅう

7
なな

節
せつ

）と祈
いの

られたよ

うに、聖書
せいしょ

のみ言
こと

葉
ば

こそが、この地
ち

球
きゅう

の歴
れき

史
し

の危
き

機
き

的
てき

な時
とき

に私
わたし

たちを導
みちび

く唯
ゆい

一
いつ

の光
ひかり

なので

す。 



安息
あんそく

日
にち

の午後
ご ご

で学
まな

んだように、この世
せ

界
かい

は様々
さまざま

な情
じょう

報
ほう

で溢
あふ

れています。サタンは、私
わたし

たちに

次々
つぎつぎ

と真
しん

理
り

に似
に

せた誤
あやま

った情
じょう

報
ほう

を注
そそ

ぎ、自
みずか

らの力
ちから

を頼
たよ

りとするように仕向
し む

けます。ですか

ら、日々
ひ び

、聖書
せいしょ

に触
ふ

れ続
つづ

けることができるように祈
いの

りつつ励
はげ

みたいと思
おも

います。 

 

６
ろく

．木曜日
も く よ う び

：従 順
じゅうじゅん

へと導
みちび

く恵
めぐ

み 

ヨハネの黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

7
なな

章
しょう

１
いっ

節
せつ

から６節
ろくせつ

を読
よ

んでください。ここでは、 紫
むらさき

と赤
あか

の衣
ころも

を着
き

た女
おんな

が、赤
あか

い獣
けもの

にまたがり、彼女
かのじょ

のぶどう酒
しゅ

の 杯
さかずき

を回
まわ

し、世
せ

界
かい

はバビロンの偽
いつわ

りの教
おし

えに酔
よ

いし

れてしまいます。このぶどう酒
しゅ

は、サタンによって持
も

ち込
こ

まれた偽
いつわ

りの教
おし

えを意味
い み

しています。

それは十
じっ

戒
かい

の第
だい

四
よん

条
じょう

である安
あん

息
そく

日
にち

の否
ひ

定
てい

と、霊
れい

魂
こん

が不
ふ

滅
めつ

であるという教
おし

えです。キリスト教
きょう

を

含
ふく

む、実
じつ

に多
おお

くの人々
ひとびと

がこの教
おし

えに引
ひ

きずり込
こ

まれていますが、イエス様
さま

は「わたしの民
たみ

よ、

彼女
かのじょ

から離
はな

れ去
さ

れ。その罪
つみ

に加
くわ

わったり、その災
わざわ

いに巻
ま

き込
こ

まれたりしないようにせよ」（黙
もく

示
し

録
ろく

１
じゅう

８
はっ

章
しょう

４
よん

節
せつ

）との訴
うった

えを続
つづ

けています。なぜなら、終
お

わりの時
じ

代
だい

に伴
ともな

う裁
さば

きの時
とき

が近
ちか

づい

ているからです。イエス様
さま

は私
わたし

たちを救
すく

うため、永遠
えいえん

の命
いのち

を与
あた

えるために裁
さば

きをなさいます。

創造
そうぞう

主
ぬし

であり、また贖
あがな

い主
ぬし

であるイエス様
さま

以
い

外
がい

のものを愛
あい

することは全
すべ

て罪
つみ

にあたります。です

から、私
わたし

たちは日々
ひ び

聖書
せいしょ

のみ言
こと

葉
ば

を学
まな

び続
つづ

ける必要
ひつよう

があるのです。 

 

７
なな

．金曜日
き ん よ う び

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

今
こん

週
しゅう

は、私
わたし

たちを騙
だま

し、惑
まど

わすサタンの働
はたら

きと、そんなサタンの働
はたら

きから私
わたし

たちをお救
すく

い

になるイエス様
さま

の働
はたら

きについて学
まな

びました。私
わたし

たち人間
にんげん

の力
ちから

ではサタンの惑
まど

わしを見
み

破
やぶ

ること

はできません。なぜなら、サタンが示
しめ

す教
おし

えがあまりに本物
ほんもの

に似
に

ているからです。しかし、祈
いの

り

つつ聖書
せいしょ

に書
か

いてあることを素
す

直
なお

な心
こころ

を持
も

って読
よ

み、疑
うたが

いなしに受
う

け入
い

れることによって、イ

エス様
さま

だけが本物
ほんもの

であるということに気
き

づけるでしょう。大切
たいせつ

なのは、その日
ひ

読
よ

んだみ言
こと

葉
ば

の中
なか

に「イエス様
さま

の約束
やくそく

は何
なに

か？」を探
さぐ

りながら読
よ

むことです。 

黙
もく

示
し

録
ろく

１
じゅう

７
なな

章
しょう

１
じゅう

３
さん

節
せつ

と１
じゅう

４
よん

節
せつ

を読
よ

んでください。 

「この者
もの

ども（サタンの軍勢
ぐんぜい

）は、心
こころ

を一
ひと

つにしており、自
じ

分
ぶん

たちの力
ちから

と権
けん

威
い

を獣
けもの

にゆだね

る。この者
もの

どもは小
こ

羊
ひつじ

と戦
たたか

うが、小
こ

羊
ひつじ

は主
しゅ

の主
しゅ

、王
おう

の王
おう

だから、彼
かれ

らに打
う

ち勝
か

つ。小
こ

羊
ひつじ

と共
とも

にいる者
もの

、召
め

された者
もの

、選
えら

ばれた者
もの

、忠
ちゅう

実
じつ

な者
もの

たちもまた、勝
しょう

利
り

を収
おさ

める。」 

ここに「心
こころ

を一
ひと

つにする」とあるように、世
よ

の終
お

わりにつれてサタンの惑
まど

わしは激
はげ

しさを増
ま

し

てきます。しかし、イエス様
さま

に対
たい

して忠
ちゅう

実
じつ

な者
もの

がサタンとサタンの軍勢
ぐんぜい

に「勝
しょう

利
り

を収
おさ

める」と

いうことまで約束
やくそく

されていることは大
おお

きな喜
よろこ

びではないでしょうか。 

 

 ＜質問
しつもん

＞ 

１
いち

、エゼキエル２０章
にじゅっしょう

１
いち

～２０節
にじゅっせつ

から、個
こ

人
じん

的
てき

にどのような教
きょう

訓
くん

を得
え

ることができますか？ 



クラスで分
わ

かち合
あ

ってみましょう。 

２
に

、もしあなたがサタンの惑
まど

わしに遭
あ

った時
とき

、あなたはどのようにサタンの惑
まど

わしに対処
たいしょ

します

か？ 

 


